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2-3

コピー▶コピーとして使用する前に

コピーモードについて
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コピー▶コピーとして使用する前に

コピーのプレビュー
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2-29

コピー▶基本的なコピーのとりかた
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コピー▶その他の機能について 掲Ｉの 擻
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コピー▶その他の機能について

試しに1部だけコピーする（試しコピー）
設定した部数をコピーする前に、ためしに1部だけコピーします。試しコピーで仕上がりを確認し、必要に応じて設定
内容を変更します。試しコピーでは、読み込んだ原稿を本機が保持しているため、変更した設定で改めて原稿を読み込
む手間を省けます。

試しコピーの流れ

• 試しコピーは、原稿を読み込む前に設定します。
• 本機が他のプリントを行っている場合に試しコピーを実行すると、プリント中のジョブを中断し、先に試し刷りのプリン
トを開始します。試し刷りのプリントが終わったあと、中断していたジョブのプリントを再開します。
ただし、両面プリントとステープルを同時に設定しているジョブのプリント中に試しコピーを実行した場合は、プリント
中のジョブが完了してから試し刷りをプリントします。
本機が他のプリントを行っている場合に［お試し終了］キーをタップして残りの部数のプリントを実行したときは、先に

［他の機能【
ž£ �¯�ï�t�•�£�¿
;�UÜq�V�‡�b�{





























原稿 疒ズが用紙 疒ズより小さいときや、縮小する舏音に設定する舏、用紙の中央にコピー管 す。
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コピー▶その他の機能について
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プリンター▶よく使うプリント機能について

カラーモードを選択してプリント
「カラーモード」(プリントするカラー )は、次の3つの項目から選択します。
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プリンター▶便利なプリント機能について

データを180度回転してプリント(180度回転)
一定の向きでしか本機にセットできない用紙(封筒、パンチ用紙など)に対し、正しくプリントできるように画像の向き
を180度回転します。
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プリンター▶便利なプリント機能について

(1) [カラー ]を選択する
(2) [イメージ調整]ボタンをクリックする
(3) [イメージ調整]チェックボックスをクリックして にし、画像調整を行う

各設定値は、 スライドバーをドラッグして調整します。
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プリンター▶便利なプリント機能について
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プリンター▶便利なプリント機能について





3-52�Ó�æ�¥�¥





3-54

プリンター▶便利なプリント機能について

オーバーレイファイルを使用してプリント

(1) オーバーレイファイルを使ってプリントするアプリケーションソフトからドライバー設定画面を開く
(2) [スタンプ]タブをクリックする
(3) [オーバーレイファイル]を選択する

メニューからあらかじめ作成または登録したオーバーレイファイルを選択します。

• プリントを開始すると、確認メッセージを表示します。[はい]ボタンをクリックするまでオーバーレイファイルを作成し
ません。

• [登録]ボタンをクリックすると、既存のオーバーレイファイルを登録します。
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プリンター▶便利なプリント機能について
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プリンター▶便利なプリント機能について

複写伝票のようにプリント(單�
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プリンター▶便利なプリント機能について

同じ画像を複数並べてプリント(リピートプリント)
同じ画像を1枚の用紙の中に複数並べてプリントします。名刺やシールを作成するときに便利です。
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プリンター▶便利なプリント機能について

プリントデータを保存して使用(ドキュメントファイリング)
プリントデータを本機内蔵のハードディスクに保存し、必要なときに本機のタッチパネルからプリントします。保存場
所の指定もでき、他のユーザーのプリントデータとの混在を防ぎます。
• 印刷せずにホールド
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プリンター▶便利なプリント機能について
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プリンター▶便利なプリント機能について

保存データを自動的に一括プリント
本機でユーザー認証機能を設定している場合、ログインしたユーザーのドキュメントファイリングプリントデータ(保
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プリンター▶プリンタードライバーを介さずにプリント
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ファクス▶ファクスとして使用する前に

ファクスとして使用する前に
本機をファクスとして使用するときは、電話回線を接続して、電話回線の種類を設定してください。

ファクスとして使用する前に
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ファクス▶ファクスとして使用する前に

ファクスモードについて
ファクスモードにはシンプルモードとノーマルモードの2種類があります。
シンプルモードは、よく使う機能など必要最小限の機能で構成され、大半のファクス操作がスムーズに行えます。
詳細な設定や特殊な機能を使用する場合はノーマルモードで操作します。ノーマルモードではすべての機能が使用でき
ます。

シンプルモード
シンプルモードは、ファクスの基本的な設定をかんたんに行うことができるモードです。

シンプルモードで設定できる機能は以下の通りです。
• 原稿▶4-43ページ
• 濃度▶4-52ページ

• 画質▶4-53ページ
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ファクス▶相手先の入力方法について
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ファクス▶基本的な送信のしかた

相手が話し中のとき
送信した相手先が話し中だった場合、自動的に時間をあけて送信し直します。この機能はメモリー送信モードで送信し
た場合にはたらきます。直接送信モードや手動送信で送信した場合は送信をキャンセルします。時間をあけて送信しな
おしてください。

通信エラーが発生したとき
何らかのエラーが発生し、送信が正常に行われなかったときや相手側を一定時間呼び出しても応答がなかった場合、自
動的に時間を空けて送信し直します。この機能はメモリー送信モードで送信した場合にはたらきます。

送信を中止するときは
ジョブ状況画面から送信を中止します。
↔

相手先が話し中などで回線が接続できなかった場合に再コールする時間(間隔)と回数を設定するには
「設定モード(管理者)」の[システム設定] → [ファクス／イメージ送信設定] → [ファクス設定] → [送信設定] → [宛先ビ

ジョブ状況画面から送信を中止します。

























































4-55

ファクス▶ファクスの受信について

ファクスの受信モードを確認
画面上部のシステム領域でファクスの受信モードを確認できます。
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ファクス▶ファクスの受信について

受信データの転送
受信したファクスのデータを転送(受信転送)
本機が用紙切れやトナー切れなどでプリントできなくなったときに、受信したデータをあらかじめ登録されている他の
ファクスに転送します。あらかじめ、設定モードの[受信データ転送請 釈
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ファクス▶ファクスの受信について
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ファクス▶ファクスの受信について

受信したデータを本機のハードディスク∵受 信 デ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク の 榛倪剋 勍 𪀯 咎榛本機

受信バータ閲覧
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ファクス▶その他の機能について

ノーマルモードの基本画面から設定する方法で説明します。
▶ ファクスモードの選択 （4-7ページ）

送信操作を登録して使用(プログラム)
さまざまな設定を1つにまとめ、プログラムとして登録できます。登録したプログラムは、簡単な操作で呼び出しが可
能です。
たとえば、毎月A4サイズの資料を次の条件で各地の支店に配布するとします。

(1)各地の支店に同じ資料を配布する
(2)用紙を節約したいので、2枚の書類を1枚に割り付ける
(3)書面のふちの汚れを消して送信する

その他の機能について

プログラムを登録していない場合 プログラムを登録している場合

各支店のファクス番号を入力

ペ

枠消去を設定

[スタート]キーをタップする
原稿を読み込んで送信します。
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ファクス▶その他の機能について

まとめて送信する機能
2枚の原稿を1枚にまとめて送信(ページ集約)
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ファクス▶その他の機能について
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ファクス▶ Fコード通信を行う

ノーマルモードの基本画面から設定する方法で説明します。
▶ ファクスモードの選択 （4-7ページ）

Fコード通信
Fコード通信
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ファクス▶ Fコード通信を行う

Fコード親展受信した受信データを確認
受信したファクスはFコードで指定されたメモリーボックスに受信します。受信データを確認するときは、プリントパ
スコードを入力して確認します。

• 親展受信したデータのプリントを自動的に優先します。
• プリントすると受信データを消去します。

Fコード親展受信時に通信結果表を自動的にプリントするには
「設定モード(管理者)」の[システム設定] → [ファクス／イメージ送信設定] → [ファクス設定] → [初期設定] → [通信結果
表プリント設定] → [親展受信時]で設定します。

プリントパスコードを忘れたときは
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ファクス▶ Fコード通信を行う

Fコードを使って中継同報指示送信
中継局となる相手機のFコードメモリーボックス(中継同報)に原稿を送信し、
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ファクス▶通信状況を確認する

ファクスのジョブについて
ジョブ状況表示部をタップすると、ジョブをリスト表示します。ファクスジョブの状況を確認したいときは、モード表
示部をタップしてファクスを選びます。
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スキャナー／ インターネットFax▶ネットワークスキャナーとして使用する前に

イメージ送信の流れ
はじめに、ホーム画面のアイコンをタップして本機をイメージ送信の各モードにします。







5-14

スキャナー／ インターネット Fax ▶送信先の入力方法について

送信先の入力方法
アドレス帳からの送信先呼び出し
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信先の入力方法について

グローバルアドレス帳からの送信先呼び出し
「設定モード(Web版)」でLDAPサーバーが設定されているときは、E-mail送信スキャンやインターネットFax送信をす
るときにグローバルアドレス帳から送信先を検索して、送信先アドレスを取得します(ダイレクトSMTPの宛先を除く)。
また、ノーマルモードでは検索された宛先をアドレス帳に登録できます。ただし、FTP/Desktop送信のアドレスは本機
からの宛先登録はできません。

1
【シンプルモードの場合】 [グローバルアドレス検索]キーをタップ

する

【ノーマルモードの場合】
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信先の入力方法について

送信履歴からの再送信
送信履歴から宛先を選択し、再送信します。
E-mail送信スキャン、インターネットFax(ダイレクトSMTPの宛先を含む)、ファクスの送信先アドレスは、最後に送
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信先の入力方法について

2 再送信する宛先のキーをタップする
最後に送信した宛先から50件までを表示します。
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた

スキャン送信時に件名、ファイル名、返信先、メール本文
を変更
スキャン送信をするときに、件名、ファイル名、返信先、メール本文を変更します。必要に応じて文字を直接入力します。

• ファイルサーバー送信スキャン、デスクトップ送信スキャン、共有フォルダー送信スキャンをするときは、ファイル名の
み適用します。

• 件名、ファイル名を変更しないときは、「設定モード(管理者)」の[システム設定]→[ファクス／イメージ送信設定]→[ス
キャナー設定]→[管理設定]で設定された内容を使用します。

• 返信先を変更しないときは、「設定モード(管理者)」の[システム設定]→[ファクス／イメージ送信設定]→[スキャナー設
定]→[基本設定]→[標準返信アドレス]で設定された内容を使用します。
設定されていない場合は、
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた

原稿の解像度を変更
原稿の読み込み解像度を設定します。

解像度の選択のしかた
一般的な文字原稿を送信する場合は、200×200dpi(インターネットFaxは200×100dpi)の設定で十分判読できる画
像データを作成します。
写真やイラストなどの画像を送信する場合は、高解像度(600×600dpi)に設定して、高精度なデータを送信します。
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スキャナー／ インターネット Fax ▶送信のしかた

カラーモードの変更
スキャン送信時の原稿の読み取り色を変更します。
［シンプルモードの場合］
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スキャナー／ インターネット Fax ▶その他の機能について

大量の原稿を一度にまとめてスキャン(大量原稿モード)
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Nｓ兼▶そ
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スキャナー／ インターネット Fax ▶その他の機能について

読み込んだ原稿から有彩色を消して送信(ドロップアウト
カラー )
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 ù 	 ô � Ì � @ 
 ¬ � R * p � › 
 0 
 ù 	 ô � Ì � @ � ‰ � ø � = � ` � o 
 ù 	 ô � b � ” � P � r � O � P � › 
 0



















5-108

スキャナー／ インターネット Fax ▶インターネット Fax の受信機能
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スキャナー／ インターネット Fax ▶インターネット Fax の受信機能
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スキャナー／ インターネット� 
Ð�”�@¯•Ÿ@7t�@>0
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スキャナー／ インターネット Fax ▶メタデータ送信について

メタデータフィールド
送信するXMLファイルには、次の3種類のメタデータが含まれています。
• 本機が自動生成したデータ











6-5

ドキュメントファイリング▶ドキュメントファイリングについて

保存できるファイル件数やページ数の目安
ユーザーフォルダーと標準フォルダーに合わせて保存できるページ数とファイル件数

一時保存フォルダーに保存できるページ数とファイル件数

※保存できるページ数は、フルカラー原稿または白黒原稿のいずれか一方で保存したときの目安です。

ソート機能を使ったコピーは、一時保存フォルダーの保存領域を使用します。このため一時保存フォルダーのデータ量
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ドキュメントファイリング▶ドキュメントファイリングでデータを保存する





6-21

ドキュメントファイリング▶ドキュメントファイリングの再操作
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ドキュメントファイリング▶ドキュメントファイリングの再操作

ファイルの移動
ファイルの保存先を変更します。(別のフォルダーにファイルを移動します。)

目的のファイルを選択したあと、次の操作をします。
▶ 再操作するファイルの選択方法 （6-23ページ）

ファイルの属性が「保護」になっているファイルは移動できません。「保護」のファイルを移動するときは、属性を「共有」
か「親展」に変更します。
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6-31

ドキュメントファイリング▶ドキュメントファイリングの再操作

ファイル画像の確認

目的のファイルを選択したあと、次の操作をします。
▶ 再操作するファイルの選択方法 （6-23ページ）

• タッチパネルに表示する画像確認画面で、データの大きさによっては一部表示されない場合があります。
• プレビュー画像はタッチパネル表示用のイメージ画像です。実際のプリント結果とは異なります。
• ファイルを複数選択したときは画像確認画面は表示しません。

1
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7-55

システム設定▶ユーザー管理

ユーザー管理
ユーザーリスト
ユーザー認証設定時に使用するユーザーを、登録、修正、削除します。 
• [追加]キー
ユーザーを新規に追加します。

• [全ユーザー削除]キー
登録されているすべてのユーザーを削除します。(工場出荷時に登録されているユーザーを除く。) 本機の管理者の
み、この操作をします。 

• [自動登録ユーザーの全削除]キー
登録されているすべての自動登録ユーザーを削除します。
▶ 自動登録ユーザー （7-61ページ）

•ユーザーリスト
工場出荷時に登録されているユーザーと現在登録されているユーザーの一覧を表示します。 自動登録されたユー
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7-75

システム設定▶ユーザー管理

課金コード機能の例外設定
有効に設定した外部アプリケーションに対して、アプリケーション起動時に課金コードの入力画面を表示します。
設定項目は以下のとおりです。
• 一般アプリケーションとして登録されたアプリケーション名

課金コード表示名の設定





7-77

システム設定▶ユーザー管理

ICカード設定
カードエリア設定
カード読み取り時のチェックのしかたを設定します。

設定項目一覧

カードタイプ/リーダー設定
認証時にFelicaやHIDなどのICカードを使用するときに設定します。

設定項目一覧

項目 説明
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7-94

システム設定▶システム設定

SSLを有効にする
SSLを有効にするときに設定します。

PASVモードを使用する
PASVモードを使用するときに設定します。

パネル表示コード
FTPサーバーで使用する文字コードを設定します。

ダイレクトプリント設定（共有フォルダー）
共有フォルダーにあるファイルをダイレクトプリントする際に設定します。
使用できる共有フォルダーがリスト表示されます。共有フォルダーを追加したいときは[追加]ボタンをクリックし、設
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7-121

システム脊定▶システム脊定トレイ脊定一覧

※1厚紙1：106g/m2 ～176g/m2厚紙厚紙2：177g/m
2 ～220g/m2厚紙厚紙3：221g/m
2 ～256g/m2厚紙厚紙4：257g/m
2 ～300g/m2厚紙※2手建遵トレイの脊定画面にあだ苽自動検知時の用紙サイズ選択」(下記)で自動検知すだ匵イズを選択します。自動検知時の用紙サイズ選択

手材遵㫳レイの脊定画面にあだ苽自動検知時の用紙サイズ選択」倜、甦紙サイズを自動検知すだ侲きに、囡きさが類似
していだ用紙から、あらかじめ自動検知すだ用紙サイズを選択します。
「自動-AB系」の脊定で5種類と2種類から、「自動-インチ系」の脊定で3種類の用紙サイズから選択します。
 脊定にあだ甦紙を手材遵㫳レイにセットししɭ環選ト翆 選択しま。レ６環紙トヤ腡、 、
1～4
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7-129

システム設定▶システム設定

給紙デスクの使用禁止
給紙デスクの使用を禁止するときや故障したときに使用します。 

給紙トレイ設定/用紙プロパティの使用禁止
給紙トレイ(手差しトレイを除く)の設定を禁止するときに使用します。 
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7-140

システム設定▶システム設定

プロトコル設定
ネットワーク全般の設定をします。 











7-145

システム設定▶システム設定

BMLinkS
BMLinkS設定
BMLinkS
BMLinkSを使用するときに設定します。 
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7-162システム設定▶システム設定

自動
一定期間のジョブログから本機の使用状況を分析することで、各時間帯に合った最適な電源管理をします。 

手動
時間帯ごとにパターン設定します。
あらかじめ、3種類のテンプレートを用意しています。
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システム設定▶システム設定

保存しない項目
• ネットワーク設定：ネットワーク設定が予期せぬ設定となり、 ネットワークにダメージを与える可能性があるため対

象外とします。
• 各プロダクトキー：プロダクトキーの再発行を伴う場合があるので対象外とします。

保存設定値の呼出し
「現在の設定保存」で保存した内容を読み出して、 保存されている設定に復 ∵
 現犀設定している乍し∵読∵した乍し∵ ∵











































ライセンス情報
本機で使用しているソフトウェアのライセンス情報
ソフトウェア構成
本機に組み込まれているソフトウェアは、それぞれ当社または第三者の著作権が存在する、複数の独立したソフトウェ
アコンポーネントで構成されています。 

当社開発ソフトウェアとフリーソフトウェア
本機のソフトウェアコンポーネントのうち、当社が開発または作成したソフトウェアおよび付帯するドキュメント類に
は当社の著作権が存在し、著作権法、国際条約およびその他の関連する法律によって保護されています。
また本機は、第三者が著作権を所有しフリーソフトウェアとして配布されているソフトウェアコンポーネントを使用し
ています。それらの一部には、GNU General Public License（以下、GPL）、GNU Lesser General Public License
（以下、LGPL）、またはその他のライセンス契約の適用を受けるソフトウェアコンポーネントが含まれています。 

ソースコードの入







The licence and distribution terms for any publically available version orderivative





sections as part of a whole which is a wo



may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible 
for enforcing compliance by third parties to this License.

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of 





You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" 
for the program, if necessary. Here is a sample; alter the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program `Gnomovision' (which makes passes at 
compilers) written by James Hacker.





The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference 
between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the 
library, whereas the latter must be combined with the library in order to run.



c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this 
License.

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an



However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library 
(because it contains portions of the Library), rather than 





If any portion of this section is held invalid or unenforceab





GNU GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 3, 29 June 2007

Copyright (C) 2007 Free Software F



"This License" refers to version 3 of the GNU General Public License.

"Copyright" also means copyright-like laws that apply to other kinds of works, such as semiconductor masks.

"The Program" refers to any copyrightable work licensed under this License. Each licensee is addressed as "you". 
"Licensees" and "recipients" may be individuals or organizations..





 d) If the work has interactive user interfaces, each must display Appropriate Legal Notices; ho



Corresponding Source. The information must suffice to ensure that the continued functioning of the modified object code 
is in no case prevented or interfered with solely because modification has been made.

If you convey an object code work under this section in, or with, or specifically for use in, a User Product, and the 
conveying occurs as part of a transaction in which the right of possession and use of the User Product is transferred to 
the recipient in perpetuity or for a fixed term (regardless of how the transaction is characterized), the Corresponding 
Source conveyed under this section must be accompanied by the Installation Information. But this requirement does not 
apply if neither you nor any third party retains the ability to install modified object code on the User Product (for example, 
the work has been installed in ROM).

The requirement to provide Installation Information does no



relicensing or conveying under this Lic



A "contributor" is a copyright holder who authorizes use under this License of the Program or a work on which the 
Program is based. The work thus licensed is called the contributor's "contributor version".

A contributor's "essential patent claims" are all patent claims owned or controlled by the contributor, whether already 
acquired or hereafter acquired, that would be infringed by some manner, permitted by this License, of making, using, or 
selling its contributor version, but do not include claims that woul





END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Programs







6. 本ソフトウェアに関する保証の否認
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